
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東農大 １００ ０１０ ０１０ ３ 

駒 大 １００ ２２０ ００× ５ 

【駒 大】  打安点 

⑥ 岡   ３１１ 

④赤 木  ３００ 

⑤白崎浩  ５２０ 

DH 北 畠  ３２３ 

⑦山 下  ２００ 

③笠 間  ３２０ 

⑧小 林  ３００ 

⑨民 法  １００ 

PH 森 田  ０００ 

R9 嘉数駿  １００ 

②戸 柱  ３１１ 

PH 柴 田  １００ 

２上村新  ０００ 

     計 28８５ 

 

▽本塁打＝北畠 

 

    回    打安責 

○井 口 ６  26８２ 

白崎勇 ３  10１１ 

10 年秋季リーグ 

第６週・10月 13 日 

２勝０敗 
 

こ
の
試
合
に
勝
て
ば
、
２
部

優
勝
争
い
か
ら
一
歩
リ
ー
ド

す
る
駒
大
。 

先
発
の
井
口
は
初
回
に
２

死
か
ら
先
制
を
許
し
て
し
ま

う
が
、
そ
の
裏
す
ぐ
さ
ま
２
死

二
塁
と
し
、
北
畠
の
中
前
適
時

打
で
同
点
に
追
い
付
く
。 

続
く
４
回
に
は
笠
間
将
裕

(

商
４)

の
左
前
安
打
と
四
死

球
で
２
死
満
塁
の
好
機
を
つ

く
り
、
打
席
に
立
つ
の
は
、
井

口
の
女
房
役
・
戸
柱
。「
同
級

生
の
井
口
が
投
げ
て
い
た
の

で
楽
に
し
て
や
ろ
う
と
思
っ

た
」
と
右
前
適
時
打
を
放
ち
勝

た 

右
翼
ス
タ
ン
ド
へ
打
球
を
運

び
、
流
れ
を
引
き
寄
せ
る
。 

７
回
か
ら
は
連
投
と
な
る

白
崎
勇
が
マ
ウ
ン
ド
へ
。
前

日
と
同
じ
打
者
に
左
越
本
塁

打
を
放
た
れ
る
が
、
１
失
点

に
抑
え
継
投
で
逃
げ
切
っ

た
。 ３

戦
連
続
で
勝
ち
点
を
獲

得
し
た
が
主
将
・
笠
間
は
「
や

る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
ん

で
。
一
つ
一
つ
や
っ
て
い
く

だ
け
」
と
気
を
引
き
締
め
た
。 

次
の
立
正
戦
に
勝
て
ば
目

標
の
２
部
優
勝
を
果
た
す
。

勝
つ
し
か
道
は
な
い
。 

 

ち
越
し
に
成
功
し
、
続
く
岡
将 

吾(

法
３)

が
四
球
を
選
び
、
さ

ら
に
１
点
を
追
加
す
る
。 

走
者
を
出
し
な
が
ら
も
粘

り
強
く
投
げ
て
き
た
井
口
だ

っ
た
が
、
５
回
に
右
越
本
塁
打

を
浴
び
、
１
点
差
に
詰
め
寄
ら

れ
る
。
し
か
し
そ
の
直
後
、
無

死
一
塁
か
ら
先
制
適
時
打
を

放
っ
た
４
番
が
「
最
近
４
年
生

が
く
す
ぶ
っ
て
い
た
ん
で
打

っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
、 

 

先
発
・
井
口
拓
皓(

経
２)

は
初
回
に
先
制
を
許
す
が
、

そ
の
裏
に
追
い
付
く
と
４
回

に
戸
柱
恭
孝(

現
２)

の
右
前

適
時
打
な
ど
で
勝
ち
越
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

５
回
、
井
口
が
本
塁
打
を

浴
び
、
１
点
を
失
う
が
、
北

畠
俊
也(

経
４)

の
２
点
右
越

本
塁
打
で
リ
ー
ド
を
広
げ

る
。
７
回
以
降
は
エ
ー
ス
・

白
崎
勇
気(

営
３)

が
抑
え
、

勝
ち
点
を
つ
か
ん
だ
。 

【下】粘り強く投げ、

２勝目を挙げた井口 

【上】連投も、気迫の

投球を見せた白崎勇 

【上】今季初本塁打を放つ北畠 

【上】リーグ戦初打点が勝ち越 

しの適時打となった戸柱 
 

【右】押し出しの四球を選

び、貴重な１点を入れた岡 

写
真
＝
田
上
慧 

 
 
 

橋
本
圭
史 

水
出
綾
香 

文
＝
丸
山
翔
太 


